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・連絡バスの取り巻く環境が、コロナ禍や会社諸施策により大きく変化

・連絡バスの事故が多発していた⇒修理費用も多額

・ガソリン額高騰による輸送費用のUP

・総務で運行管理していながら、製造現場と違い改善が入っていない

発表者奥村は、製造現場から総務へ異動して1年が経ち、改善の入って

いない部分を見つけることが多かった。

総務という典型的な事務部門においても、私が製造部門時代に培った

KPS（TPS)の考え方がベースとなり、本改善を進める事にチャレンジ！

事務部門における物流改善にご注目！

10年後、私たちの仕事がどう変化しているのか…

取り巻く環境が大きく変わり、人も変わっていく。

そんな事を想像したとき、今置かれている作業環境や

運営方法の”当たり前”が”当たり前ではなくなる”という

環境変化に迅速に適応しなければならないと思いました

小集団活動の良さは「少人数で１つの目標に向かい、

それぞれが役割を果たしながら改善を進めれる」事です

変わりゆく環境に適応できるよう、長い目で見た時の

事を考えながら意識して活動を進めております。

カヤバ株式会社

創立　1935年3月10日

23か国41社　その内国内では10社

カヤバは油圧技術を核とした振動・パワー制御に

おける世界のトップランナーとして、地域と社会に

貢献している会社です。

AC事業（オートモーティブコンポーネンツ）

HC事業（ハイドロリックコンポーネンツ）

特捜車両事業の３つを主に生産しております。

連綿と引き継がれてきた膨大な技術データやノウハウを

活かし、新たな付加価値を創造していきます！
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328-18 1985年 2月

7 名 内　

40 歳（最高63歳、最低25歳） 4 回

本テーマで　　１件目　社外発表　　2件目 １ 時間
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チームおいしい輪は7名で構成。育休で1名は不参加。現在6名で活動中。 メンバー全員でテーマを選定。上位方針と企業行動指針に基づき、

若手2人のX軸レベルを評価3にするた為に、ベテランと協力を進め 連絡バスにおけるムリムラムダの不具合を低減しようと団結！

互いのコミュニケーション能力が高いため世代を越えて活動を繰り広げています。 連絡バスについて調べることになりました。

連絡バスとは、”従業員が工場間を移動する際に利用する移動手段”の事。 カヤバ㈱の縁の下の力持ちと言えばこの方々。「関係会社オクムラ」の皆様が

岐阜には南・北・東の3工場があるため、移動する際に利用されている。 連絡バスのドライバーとして、日々私たちのために役目を果たしてくれています。

チャートに沿って手順の確認！問題解決型で進める事にしました。 現状把握ムリでは1便当たりの運行組合票を作成し、休憩時間の不足分を確認。

発表者奥村は、総務課に異動して約2年！
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Ｑ Ｃ サ ー ク ル 紹 介
サ　ー　ク　ル　名 (　フ　リ　ガ　ナ　）      Ｐ　Ｃ　出　力　形　式    

おいしい輪 ｵｲｼｲﾜ ＲＧＢ  ・  ＨＤＭＩ

少数精鋭でチームみんなで活動した改善内容をぜひご覧ください♪
結果が結び初めて総務課が東海大会へ！

2024年10月開催の若鮎大会では県知事賞も受賞しました！
チームで協力し改善を進め、社内大会で社長賞を受賞✿
総務課員として1年経った頃に、本テーマのリーダーに就任。

３２８－１８ サ ー ク ル 結 成 時 期 1985年  2月　

平 均 年 齢 40歳　（最高63歳、最低25歳） 月 あ た り 会 合 回 数 ４回　

メ ン バ ー 構 成 ７名 会 合 は 就 業 時 間 内　

本 部 登 録 番 号

発 表 者 の 所 属 岐阜総務部南総務課南総務係 勤続　2年　

テ ー マ 暦 本テーマで　 1件　 社外発表　1 回目　 1 回 あ た り 会 合 時 間 1時間　

本 テ ー マ の 活 動 期 間 2023年　　4月　～　2023年8月　 本 テ ー マ の 会 合 回 数 24回　

テーマ

会社・事業所名(ふりがな) 発表者名（ふりがな）



現状把握ムラでは号車あたりの平均乗車率が”1人未満”の便が9件発生。 現状把握ムダでは、2021年・2022年とも2件ずつ事故が発生していた…。

1日に20本のダイヤで3工場を移動しているバスだが、空気だけを運んでいる 多額の修理費用とドライバー・乗客の安全性が問われる状況で、

「空気便」が発生していた！ 軽度の物損事故とは言え度、頻度が高い事が挙げられました。

現状把握をもとに、各項目で目標を設定！メンバーみんなで考えました。 若手が主担当の時は、ベテランが教えながら活動します！！

特性が複数ある場合に最適な「応用型連関図」を採用！３つの重要要因を見つけた！ 今まで言い出せなかったのは、「それが当たり前にやる事」だと思っていた…

コロナの影響で仕事のやり方が変わり、前よりもバスの利用頻度が減少していた… ドライバーの教育が疎かであり、教育体制が確立されておらず個人で能力差が開いた。

①ダイヤが過密である
③ドライバーの教育不足

②乗車率の低下



問題点に対する対策を講じるため、メンバーと系統図の作成・評価をしました。 実際の様子を見に行き事実確認。工場長にもアドバイスをいただきました！

日本ガード責任者と打合せを実施。誰も試したことのない対策をする事で 早朝便の削減を定時定量の利用者に伝え、快諾のもと削減・時刻の見直し

色々な責任感はありましたが、やる価値はあると思いすぐに対策しました。 定時後便は利用者が利用しやすい時間に再設定した。

乗客数が少ない便は

間引き、乗車率の低い

便をすべて無くした。

1回目のトライを実施！

アンケート用紙を設置し、

利用者の生の意見を

聞くことで、需要のある

便をつくれた。

厳しい意見から優しい意見

まで、全14件の意見を

集約する事が出来ました。

ただ空気便を間引いただけのダイヤに対し、アンケート設置で集約できた従業員の意見と ドライバーの安全と品質（テクニック）が常に良い状態を保つために、4つの対策で

オクムラドライバーの意見をすり合わせ、休憩時間の確保が出来た。一番苦労した！！ 歯止めとしました。全員のやる気が見るからにアップしたことが分かりました！



十分な効果を得て目標達成！対策の性能が高くて大成功しました。 空気便を間引き、需要の無い便を更に見直した為、ムラがなくなり達成！

まさかの波及効果が発生！運行低減した分、ガソリン代が浮いた。さらに さらにCO2排出量低減を達成！SDGｓ環境面から運行距離低減による効果。

ドライバー超勤時間も低減、1,139千円/年低減が波及効果となった。 ISO14001定期監査でもグッとポイントとして高評価を得ました。

標準化と管理の定着では、ドライバーが今後も精神的に安定した状態で 若手はX軸のレベル3評価を達成。ベテランメンバーからのお助けがあり、

連絡バスの運行が出来るようにメンバーみんなで標準化を作成しました。 互いの成長に繋がる活動を実施出来ました、

この活動が完了したとき、テーマリーダーである奥村はチームメンバーみんなに感想を求め 終わったかと思われた本テーマですが、既に次のステップに進んでいます！

ました。今後の反省はもちろんですが、活動を通して見えた「得意・不得意」や、 スマート道路モニタリングシステム、略して「スマ道」

何が一番印象に残ったか、などを聞きました。それぞれが密かに抱えていた悩みや不安の こんなシステムがあったら便利だよな～って思っていたら、弊社相模工場が独自で開発

種を聞けたので、次回の活動では「冷静・丁寧・正確に！」を目標に掲げ、 していました！このシステムを利用して、社内を越えて地域社会へと貢献できる

本テーマの幕は閉じました。 一石二鳥改善を進めています…この話にはまだ続きがありそうです。


